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１．はじめに 

本研究は，国立国語研究所の共同研究プロジェクト「テキストの多様性を捉える分類指

標の策定」（平成 21～24 年度）の成果報告である。『現代日本語書き言葉均衡コーパス』

（BCCWJ）の図書館サブコーパスには，10,551 の書籍サンプルが収録されている。本研究

ではそのコーパスをより有効に活用し，テキスト研究を進めるために，書籍テキストの多

種多様な形式，内容，表現に関わる特徴を捉えるための分類指標の設計と付与，検証とを

行ってきた（柏野・奥村 2012，柏野ほか 2012，柏野ほか 2012a，柏野ほか 2012b，保田ほか

2012，保田ほか 2012a，2012b）。 

コーパスへ文体情報を付与することの重要性は，EAGLES（1996）等より議論され，例え

ば Lee（2001）によって，British National Corpus（BNC）への付与が実現されている。また，

BCCWJに収録されるテキストの文体を計量的に考察する試みがすでにいくつか行われてい

る（小磯ほか 2008，2011，間淵ほか 2010）。しかしながら，サブコーパスに収録される約 1
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万という大量の書籍サンプルすべてを精査し，体系的に文体情報を付与するような試みは，

本プロジェクトの実践がはじめてのことである。 

 これまで，柏野ほか（2012），柏野ほか（2012a，2012b）において述べてきたとおり，ア

ノテーション作業は次の二段階で行った。 

 

① 主に形式による判定を行う。構造的に単純なテキストタイプ（例：章節構造）であれ

ば②の細分類の対象とする。 

② 内容・表現の細分類をする。「専門度（幼児・小学生～専門家：5段階），客観度（と

ても客観的～とても主観的：4段階），硬度（とても硬い～とても軟らかい：4段階），

くだけ度（とても・どちらかといえば・くだけていない：3段階），語りかけ性度（とて

もある・どちらかといえば・特にない：3段階）」の分類指標を付与する。 

 

上記①の段階で図書館サブコーパスの 10,551の書籍サンプルのうち，8,887（84%）を「構

造的に単純なテキストタイプ」と判断し，上記②の内容・表現の細分類の対象とした。柏

野ほか（2012），柏野ほか（2012a，2012b）では，その②のアノテーション作業結果に関す

る報告を重ねてきた。本稿では，これまで取り上げなかった，②の細分類の対象外とした

ものを取り上げ，それらの類型とアノテーション作業結果について報告する。該当サンプ

ルは，全部で 1,664（16%）である。これまで対象外としたサンプルの分類結果まで分析す

ることにより，図書館サブコーパスに収録される書籍サンプルの全体像と特徴とをより正

確に把握することが狙いである。本稿で取り上げる一群のテキストを，以降「特徴的な類

型のテキスト」と呼ぶこととする。 

 

２．特徴的な類型のテキストのアノテーション作業 

２.１ 特徴的な類型のテキストの分類指標 

柏野ほか（2009）では，BCCWJ 構築のサンプリングの過程で観察されたサンプルの多様

性を報告した。その際に，文章形式に特徴のあるサンプルとして，Q&A 形式（例 1），会

話形式（例 2），引用編集形式（例 3）を取り上げた。例 3は，講義のあまった時間に学生

に書かせたものを集めたものであるらしい。編者がそれらを引用して編集しているものと

して，「引用編集方式」と呼ぶこととする。さらに，紙面形式に特徴のあるサンプルとし

て，コマ割りや図，イラストなどの視覚的表現を多用する一群（例 4）を取り上げた。以下，

例を示す（サンプルの出典は，BCCWJ のサンプル ID と書名とで記す）。 

 

例 1：Q&A形式（PB33_00111『環境経営なるほど Q&A 環境先進企業へのヒント』） 

 

Ｑ３‐７ マネジメントのための環境会計 

マネジメントのための環境会計にはどんなものがありますか？ それぞれの特徴を教えて下さ

い。 

Ａ  

■内部環境会計の意義 

 環境会計は，その目的により，外部報告目的の環境会計と内部管理目的の環境会計とに分

類されています。わが国では環境省のガイドラインも推進力となって，多数の企業が環境会計

を外部に公表するようになってきた一方，企業の意思決定に役立つ内部管理目的の環境会計

の研究も進められています。 
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例 2：会話形式（PB53_00480『感性ちゃんと頭脳君の対話』） 

 

感性 そういうことか。分かったわ。つまり，「肌の表面に何を塗っても，その物質がバリアゾーン

を通過して有棘細胞層や基底細胞層にまで到達するわけがない」ってことなのね？ 

頭脳 そうだよ。そんなことは不可能なんだよ。もしもそれが可能だとしたら，肌の防衛網が機能

していないことになるから，おそらくそういう人は生きていけないだろうね。 

感性 物質のサイズを小さく，細かくしてもダメなの？ 

頭脳 ダメだよ。無理だね。バリアゾーンが健全な場合には，水の分子一個ですら通さないん

だ。 

 

例 3：引用編集形式（PB23_00427『ほろっと本音キラッと青春』） 

 

一八歳ってこんなものかなあ。ちょっと予定とはちがう。 

なんだか毎日平凡。だけど，毎日平凡に過ごせていることを幸せだと思う。何も特別じゃなくて

いいと思いながら，毎日を平凡に頑張ってます。 

友よ！ おまえらみんなさめすぎや。もっと毎日，感動的に生きろよ。 

 

 

例 4：コマ割り（PB5n_00141『トヨタだけがなぜ儲かるのか！？』） 

 

 

 

 

 以上の観察に加え，辞書形式やカタログ形式をもつテキスト（例 5，6）も文章形式に特

徴のあるものと考えられる。 
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例 5：辞書形式（LBp6_00009『蕎麦屋のしきたり』） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例 6：カタログ形式（LBj6_00025『熱帯魚・水草カタログ』） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上述べたようなものを分類するために，次のような指標を設けた。 

 

(a) 対話系（対話，対談・座談，インタビュー，往復書簡，シナリオ，その他対話形式） 

(b) 引用系（Q&A 形式，投稿形式，その他引用編集形式） 

(c) 視覚表現多用系（コマ割多用，図解，その他写真やイラストの多用） 

(d) データベースやリスト系（用語解説，辞書形式，見本・カタログ形式，その他リスト

形式） 
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さらに，文体を吟味する際，「本文」であるのか「前書き」や「後書き」であるのかは

区別すべきと考えた。また，「内容」や「表現」の文体判断が困難になるようなものもそ

れぞれ別扱いすべきと考えた。その結果設けた指標は次のものである。 

 

(e) 前書きや後書きである 

(f) 明治時代より以前の古い言葉が多い 

(g) 外国語が多い 

(h) 数式やプログラミング言語などが多い 

(i) 法律文が多い 

(j) 教育現場で使いがたそうである1
 

(k) その他一定量の「本文」が認めがたい 

 

 なお，収録サンプルの中には，「後書き」が「本文」であるテキストが存在する（LBr9_00086

『あとがき大全』）。この場合は（e）ではない。引用編集形式であるため，（b）の指標が

付与されている。 

 

２.２ アノテーション作業の概要 

作業対象と内容は次のとおりである。 

 

対象テキスト：BCCWJに収録されている図書館サブコーパス（10,551サンプル）の書籍テ

キスト。 

1テキストの範囲と長さ：コーパス収録テキストの分類指標とするため，その一部を字数

を揃えて抽出することはせず，1サンプル全体（平均3,000語）を範囲とする。 

作業ファイル：サンプルを取得した書籍の紙面コピーを参照する。 

作業量：１セット約400～500の書籍テキストに対する指標付与を延べ約10日で行う。 

内容： 

下記に該当する場合に指標を付与する。排他的ではなく該当するものすべてを付与する。 

(a)対話系，(b)引用系，(c)視覚表現多用系，(d)データベースやリスト系，(e)前書き

や後書きである，(f)明治時代より以前の古い言葉が多い，(g)外国語が多い，(h)数

式やプログラミング言語などが多い，(i)法律文が多い，(j)教育現場で使いがたそう

である，(k)その他一定量の「本文」が認めがたい 

 

３．アノテーション作業結果 

３.１ 分類指標の付与結果 

 今回の対象データである 1,664テキストに対する NDC 別分類指標の付与結果を表 1に示

す。分類指標は排他的ではないため合計は 1,664を超える。図書館サブコーパス収録サンプ

ルの NDC別の数と比率は，図 1に示すとおり「9.文学」と「5.社会科学」が多い。よって，

表 1で「9.文学」「5.社会科学」が全体的に多いのは，もともとのサンプル数の比率の大き

さに寄るところがある。しかしながら，図 2の NDC 別分類指標の付与比率をみてみると，

収録サンプル比率とは異なる次のような特徴を確認することができる。 

 

                                                   
1 厳密には，(j)は文体判断が困難な類型ではない。小中学校の教育現場等において用例表示をする際に避

けた方が無難だと思われるような，例えば，暴力的な描写や性的な描写を含むものを区別するための指標

である。文体情報付与のための指標という目的からは外れるが，コーパス活用のためのテキスト整理の指

標として設けたものである。田野村（2009）は，そういったテキストに対し「日本語の学術的研究という

観点からそれらを排除すべき理由は本来ない」が，「危うい内容のデータは排除ないし隔離するという処置

を講じる必要があるように筆者には思われる」と述べている。この分類はその試みの一つになると考える。 
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表 1  NDC 別分類指標の付与結果（1,664テキスト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  図書館サブコーパス収録サンプルの NDC別の数と比率 

（DVD収録『『現代日本語書き言葉均衡コーパス』利用の手引第 1.0版』（2011年）より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2  NDC 別分類指標の付与比率（1,664テキスト） 

NDC サンプル数
(a)対話
系

(b)引用
系

(C)視覚
表現多用
系

(d)データ
ベースや
リスト系

(e)前書
きや後書
きである

(f)明治
時代より
以前の古
い言葉が
多い

(g)外国
語が多い

(h)数式
やプログ
ラミング
言語など
が多い

(i)法律文
が多い

(j)教育現
場で使い
がたそう
である

(k)その
他一定量
の「本
文」が認
めがたい

0.総記 46 9 12 5 9 8 0 0 2 1 1 1
1.哲学 75 17 20 3 10 21 1 0 0 0 1 7
2.歴史 143 32 20 20 48 26 5 0 0 0 0 6
3.社会科学 355 112 68 10 66 54 3 0 0 13 17 31
4.自然科学 120 30 18 16 35 15 0 3 4 1 1 2
5.技術 180 18 22 57 71 13 0 1 1 3 0 11
6.産業 54 8 2 13 25 5 0 0 0 1 0 3
7.芸術 177 45 18 59 35 12 0 0 0 0 3 11
8.言語 86 11 14 1 39 7 0 16 1 0 0 5
9.文学  339 77 25 1 16 55 5 0 0 0 115 50
n.なし 89 9 10 30 26 5 1 1 0 0 3 5

計 1664 368 229 215 380 221 15 21 8 19 141 132
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・指標の(a)(b)(e)は，NDC の区別なく，広く用いられている形式である。 

・指標の(c)は，「5.技術」「7.芸術」，「n.なし」に多い。これは「5.技術」にコンピュー

タのマニュアル等が多く，そこにキャプチャ画面が多用されていること，「7.芸術」

に図画が多く提示されていること，「n.なし」にカタログ状の紙面が多いことに起因

すると思われる。 

・指標の(d)は，「6.産業」と「8.言語」に多い。「6.産業」には用語解説が，「8.言語」に

は辞書形式がそれぞれ多用されることによるものと考えられる。 

・指標の(f)は，「3.歴史」が多くを占める。歴史を扱うテキストの中で古い言葉が多用

されるからであろう。ただし，該当サンプル数はそもそも少ない。 

・指標の(g)は，「8.言語」が大半を占める。外国語のテキストで、外国語が本文に入り

込んでいるケースが多いためであろう。ただし，該当サンプル数はそもそも少ない。 

・指標の(h)は，「0.総記」「4.自然科学」が大半を占める。前者にはコンピュータのプロ

グラミング言語が，後者には数式が，それぞれ多用されているためであろう。 

・指標の(i)は，「3.社会科学」の比率が高い。法学を含むこの NDC で，法律が多く引用

されていることがうかがえる。 

・指標の(j)は「9.文学」が非常に多くを占める。暴力的な描写や性的な描写を含む小説

がこの NDC に入っているためである。 

 

４．おわりに 

 BCCWJ に収録する図書館サブコーパスの有効活用を可能とするために，「特徴的な類型

のテキスト」に分類指標を人手付与した作業結果を報告した。多種多様な形式をもつサン

プルがどの NDC にどの程度収録されているかを明らかにした。特に，テキスト形式の選択

に関し，(a)対話系，(b)引用系のテキスト形式は NDC の区別なく多用されていること，(c)

視覚表現多用系は，「5.技術」「7.芸術」に，(d)データベースやリスト系は，「6.産業」「8.

言語」に選択的に多用されていることを確認することができた。 

 プロジェクト終了に際し，BCCWJ の図書館サブコーパスに収録される 10,551 サンプルの

全ての分類結果についてもまとめ中である。その成果報告と分類結果を近いうちに公開す

る予定でいる。 

 本成果に基づき，さらに文体的な特徴を支える言語表現の分析を進め，辞書記述への応

用を具体的に考えていきたい。 
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